
テーマ（2026年）
難治性慢性呼吸器疾患の病態解明を目指す臨床研究

難治性慢性呼吸器疾患の病態は未知の部分も多く存在し、治療法の開発のためにはさらなる病態解明は
急務である。病態解明を目的とした臨床情報やヒト検体を用いた研究を幅広く募集いたします。
尚、慢性呼吸器疾患とは喘息・COPD・間質性肺疾患・感染症などとし、テーマに沿う内容であれば
未発表・既発表は問いません。

応募要領： 下記をPneumo Forum運営事務局宛にご提出ください。
1） 演題名、研究者名（共同研究者名を含む）、所属、キーワード（3つまで）
2） 演題の要旨（800字以内）

※ Word ファイルで作成ください。
※ 表やグラフはWord ファイルに挿入した状態で3点まで使用可能
　 解像度などの都合により、事務局からデータでの再提出をお願いする場合がございます。
　 あらかじめご了承ください。

4） 応募者の履歴書
※ 履歴書に指定様式はございません。

提出方法： １）～４）はE-mail添付にて第35回Pneumo Forum事務局メールアドレスへ
送付ください。

※ ご提出いただいた必要書類は厳重に管理し、選考委員にのみ提供いたします。
　 また、採否に関わらず返却いたしかねますのであらかじめご了承ください。

応募資格： 2027年3月31日（水）時点で満42歳以下の、呼吸器病学に関心のある国内在住の
研究者といたします。

応募締切： 2026年7月3日（金） Pneumo Forum事務局へメール送付

※ 原則、演題のテーマに即した研究論文であり、主として日本国内で行われた研究内容に限ります。
　 事前審査、当日審査の参考資料とします。

3） 応募者の過去の業績1編～2編

※受賞演題は、受賞者のご氏名、勤務先施設名、所属部科と併せて弊社ホームページ等へ掲載いたします。

ご応募いただきました演題は、第35回Pneumo Forum（2026年10月24日（土）都内にて開催）でご発表
いただきます（1演題につき15分～20分（質疑応答含む））
※応募演題につきましては事前審査を行い、当日の発表演題数は原則12題を予定しております。
　事前審査の結果につきましては8月上旬にお知らせいたします。
※開催形式ならびに発表時間等が変更となる可能性があります。
※応募時にご提出いただいた要旨を、当日の抄録集に掲載いたします。
※事前審査、当日審査は、演題のオリジナリティ・質・医学的インパクト、テーマ関連性、当日の発表・質疑応答などを
　評価項目として総合評価で行います。

詳しくは下記の Pneumo Forum 特設サイトをご確認ください。
特設サイトURL
https://www.boehringer-ingelheim.com/jp/human-health/lung-diseases/pneumo-forum

●送付およびお問い合わせ先
Pneumo Forum 運営事務局

株式会社  コンベンションリンケージ内
〒102 - 0075　東京都千代田区三番町2
TEL: 03-3263-8688 E-mail: pneumo-f@c-linkage.co.jp

選考委員（幹事）
杉浦 久敏 先生 東北大学大学院医学系研究科 内科病態学講座

呼吸器内科学分野 教授（当番幹事）

宮崎 泰成 先生 東京科学大学 大学院医歯学総合研究科
統合呼吸器病学 教授

菊地 敏明 先生 新潟大学大学院医歯学総合研究科 呼吸器・感染症内科学分野 教授 服部 　登 先生 広島大学大学院医系科学研究科 分子内科学 教授

平井 豊博 先生 京都大学大学院医学研究科 呼吸器内科学 教授

浅野 浩一郎 先生 東海大学医学部 内科学系 呼吸器内科学 教授

（当番幹事以下50音順）

～第35回Pneumo Forum～
演題募集のお知らせ

第35回Pneumo Forumでのご発表後､優れた演題に対して、Pneumo Forum最優秀賞（500,000円）を1名、
Pneumo Forum優秀賞(300,000円)を2名に贈呈いたします。

特設サイトQRコード

主催：日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社 医薬開発本部 2026年1月作成


